
基 礎 実用化準備 応用化
研究開発段階

情　

報Inform
ation

44
Theme
テーマ

背　　景
　従来の統計的因果推論では、定性的な因果関係を表す因果グラフを背景知識に基づいて分析者が用意する必要がある

概要・特徴
　介入のないデータから因果関係を推定する統計的因果探索の理論と方法の研究が特徴である。特に、その識別性と
推定法の研究に焦点を当てている。

技術内容
●識別性： どのような仮定の下でどの程度因果グラフを復元可能かを数理的に調べる技術
●推定法： 識別性がある場合に推定誤差が少なく実用的な時間で動作する推定原理とアルゴリズム

社会への影響・期待される効果
●因果に関する推論を行うことができるAIの実現。

▼

統計的因果推論における識別性と推定法に関する研究
Research on identifiability and estimation methods in causal discovery

研究分野研究分野
DepartmentDepartment

知能推論
Reasoning for Intelligence
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統計的因果推論、統計的因果探索、識別性
Statistical Causal Inference, Statistical Causal Discovery, Identifiability

応用分野応用分野
ApplicationApplication

AIの社会実装、AI開発の効率化
Implementation of AI technologies to society, Efficient and effective development of AI
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